
猪名川上流広域ごみ処理施設組合情報公開審査会規則 

平成１２年１１月２８日 規則第１３号 

 

改正 平成１５年１月２７日規則第１６号 

平成２８年３月３１日規則第１号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、猪名川上流広域ごみ処理施設組合情報公開条例（平

成１２年猪名川上流広域ごみ処理施設組合条例第１９号。以下「条例」

という。）第１４条第６項の規定に基づき、猪名川上流広域ごみ処理施

設組合情報公開審査会（以下「審査会」という。）の組織及び運営に関

し必要な事項を定めるものとする。 

（任期等） 

第２条 委員の任期は、４年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

２ 管理者は、審査会の委員が次の各号のいずれかに該当する場合におい

ては、その委員を解任することができる。 

（１）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき。 

（２）職務上の義務違反その他委員たるに適しない非行があると認められ

るとき。 

（会長及び副会長） 

第３条 審査会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けた

ときは、その職務を代理する。 

（専門委員の選定） 

第４条 審査会は、審査委員のうち、条例第１３条の規定により諮問され

た事案について迅速に処理するため必要があると認めるときは、専門委

員を選任し、当該事案の担当として調査審理に当たらせることができる。 

２ 前項の規定による専門委員は、同項の規定による事務について、専門

的に調査審理を行い、その結果を審査会に報告するものとする。 

３ 専門委員は、３人以内とする。 

（会議） 

第５条 審査会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 前項の規定にかかわらず、条例第１３条の規定により諮問された事案

の処理に際して、前条の規定により選任された専門委員が会長である場

合においては、審査会の会議は、副会長がその議長となる。 

３ 審査会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

４ 審査会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 



（意見の聴取等） 

第６条 審査会及び専門委員は、条例第１３条の規定により諮問された事

案について調査審議を行うため必要があるときは、審査請求人、実施機

関の職員その他関係者に対して、意見若しくは説明又は必要な資料の提

出を求めることができる。 

２ 審査請求人は、審査会に対し、意見書又は資料を提出することができ

る。 

（庶務） 

第７条 審査会の庶務は、総務課において処理する。 

（公印） 

第８条 公印は、次のとおりとする。 

名      称 寸 法 用   途  個数 看 守 者 

猪名川上流広域ごみ処理施設

組合情報公開審査会長之印 

方２１㎜ 会長名をもって

する文章  

１ 総務課長 

２ 公印の取扱いについては、猪名川上流広域ごみ処理施設組合公印規程

（平成１２年規程第１号）の規定を準用する。 

（補則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、

会長が審査会に諮って定める。 

 

付 則 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず、管理者が最初に委嘱する委員の任期につ

いては、管理者が定める。 

付 則（平成１５年規則第１６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成２８年規則第１号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 


